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佐
藤
春
夫
「
光
の
帯
」
論

「
社
会
派
」
推
理
小
説
と
現
実

中
嶋
優
隆

１

は
じ
め
に

戦
後
に
解
禁
さ
れ
た
探
偵
小
説
は
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
に
「
本
格
派
」

が
ブ
ー
ム
を
迎
え
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
一
九
六
〇
年
前
後
か
ら
は
「
社
会
派
」

が
台
頭
し
た
（
１
）。
そ
し
て
、
一
九
六
三
年
一
月
に
は
、
日
本
推
理
作
家
協
会

が
設
立
さ
れ
る
と
と
も
に
「
推
理
小
説
」
と
い
う
新
し
い
呼
称
に
置
き
換
え

ら
れ
、
ま
す
ま
す
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
一
九
六
一

年
一
二
月
二
九
日
夕
刊
の
『
読
売
新
聞
』「
文
壇
１
０
大
ニ
ュ
ー
ス
」
に
は
、

実
用
書
と
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
合
わ
せ
て
「
推
理
小
説
の
流
行
も
依
然
と

し
て
つ
づ
き
、
今
や
流
行
を
こ
え
て
定
着
」
と
い
う
指
摘
が
み
ら
れ
る
。
推

理
小
説
の
流
行
は
留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
翌
年
の
同
紙
に
掲
載
さ
れ
た

「
６
２
年
文
壇
１
０
大
ニ
ュ
ー
ス
」
で
も
推
理
小
説
の
流
行
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
２
）。

こ
の
六
〇
年
代
の
流
行
を
牽
引
し
た
の
が
松
本
清
張
で
あ
り
、
そ
し
て
彼

に
代
表
さ
れ
る
「
社
会
派
」
と
呼
ば
れ
る
作
家
た
ち
で
あ
る
。
な
お
、「
社
会

派
」
と
い
う
呼
称
は
、
荒
正
人
が
「
文
学
と
社
会

上

探
偵
小
説
の
新
傾

向
か
ら
見
る
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
六
〇
・
六
・
七
夕
刊
）
で
用
い
た
の
が

最
初
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
命
名
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
と
し
て
は
「
視

野
の
拡
大
、
個
人
や
家
庭
内
の
犯
罪
か
ら
、
一
般
の
政
治
社
会
機
構
に
か
ら

ん
だ
犯
罪
を
対
象
と
す
る
作
風
」（
３
）

を
指
摘
す
る
こ
と
だ
っ
た
と
考
え
て
よ

い
。
す
な
わ
ち
、
個
人
の
犯
罪
を
社
会
の
ひ
ず
み
と
し
て
捉
え
て
い
く
の
が

「
社
会
派
」
の
方
法
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
流
行
の
最
中
、
一
九
六
三
年
一
月
の
『
婦
人
公
論
』
臨
時
増

刊
号
で
は
、
松
本
清
張
の
「
責
任
編
集
」
を
掲
げ
た
「
推
理
小
説
特
集
号
」

が
刊
行
さ
れ
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
佐
藤
春
夫
「
光
の
帯
」
は
同
誌
に
発

表
さ
れ
た
短
編
小
説
で
あ
る
。
掲
載
メ
デ
ィ
ア
の
特
集
企
画
が
推
理
小
説
の

流
行
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
佐
藤
春
夫
自

身
も
単
行
本
の
あ
と
が
き
で
、「
光
の
帯
」
は
「
ほ
か
に
名
づ
け
方
も
知
ら
な

い
し
推
理
小
説
の
流
行
に
ち
よ
つ
と
便
乗
す
る
こ
と
に
し
た
」
作
品
の
ひ
と
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つ
だ
と
述
べ
て
い
る
（
４
）。「
便
乗
」
と
い
う
か
た
ち
で
あ
れ
、
推
理
小
説
の

流
行
を
意
識
し
て
創
作
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
は
読
者
が
推
理
小
説
に
抱
く
期
待
を
裏

切
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
あ
る
雑
誌
記
者
が
過
去
に
取
材
し
た
「
事
件
」

を
小
説
家
が
小
説
に
仕
立
て
た
と
い
う
形
式
の
も
と
、
以
下
の
よ
う
な
物
語

が
展
開
す
る
。

―
一
九
五
〇
年
代
初
頭
、
東
京
の
霞
町
で
鷲
山
家
の
夫
人

が
死
体
で
発
見
さ
れ
た
。
第
一
発
見
者
は
、
夫
人
が
実
子
同
様
に
交
流
し
て

い
た
隣
家
、
野
田
家
の
三
女
和
子
だ
っ
た
。
彼
女
は
牛
島
医
師
や
警
察
に
連

絡
し
、
事
情
聴
取
を
受
け
る
が
、
彼
女
は
深
夜
に
和
服
の
老
人
が
鷲
山
家
か

ら
立
ち
去
る
の
を
目
撃
し
て
お
り
、
他
殺
の
可
能
性
が
浮
上
す
る
。
現
場
に

は
右
手
の
手
袋
、
コ
ッ
プ
の
指
紋
、
引
き
ず
っ
た
足
跡
が
残
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
が
鷲
山
家
の
娘
（
し
づ
枝
）
の
義
父
（
勝
本
勝
也
）
の
も
の
と
特
定

さ
れ
る
。
い
よ
い
よ
捜
索
が
は
じ
ま
る
と
こ
ろ
で
、
勝
本
は
自
ら
現
れ
、
鷲

山
家
に
侵
入
し
た
経
緯
を
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
陳
述
と
矛
盾
な
く
、

鷲
山
夫
人
の
死
は
彼
女
が
自
ら
服
用
し
た
睡
眠
薬
が
、
異
常
な
体
質
に
影
響

し
た
自
然
死
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

概
括
す
れ
ば
、
冒
頭
に
仕
掛
け
ら
れ
た
事
件
が
そ
も
そ
も
事
件
で
は
な
か

っ
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
な
の
で
あ
る
。
推
理
小
説
の
多
く
が
事
件
の

解
決
に
向
か
っ
て
展
開
す
る
と
考
え
る
な
ら
、「
光
の
帯
」
は
そ
の
前
提
自
体

が
覆
さ
れ
る
物
語
だ
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
本
作
に
つ
い
て
平
野
謙
は
「
推

理
小
説
仕
立
て
な
が
ら
、
さ
す
が
昨
今
の
推
理
小
説
と
は
ち
が
っ
て
、
余
情

に
と
ん
だ
一
編
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
足
跡
を
石
膏
に
と
る
個
所
な
ぞ

は
ホ
ー
ム
ズ
流
の
古
風
さ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
（
５
）、「
昨
今
の
推
理

小
説
と
は
ち
が
っ
て
」
い
る
と
い
う
指
摘
は
注
目
に
値
す
る
。「
光
の
帯
」
の

特
徴
は
前
半
部
が
推
理
小
説
を
期
待
さ
せ
る
謎
を
仕
掛
け
な
が
ら
、
後
半
に

か
け
て
、
事
件
の
解
明
に
対
す
る
読
者
の
期
待
を
裏
切
っ
て
い
く
こ
と
に
あ

る
。
本
稿
で
は
、「
光
の
帯
」
が
推
理
小
説
の
圏
域
に
あ
り
な
が
ら
そ
こ
か
ら

逸
脱
す
る
構
造
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、「
社
会
派
」
推
理
小
説
に
関

す
る
言
説
と
の
比
較
か
ら
、「
光
の
帯
」
で
試
み
ら
れ
た
こ
と
の
内
実
を
明
ら

か
に
し
た
い
。

２

推
理
小
説
ブ
ー
ム
と
『
婦
人
公
論
』「
推
理
小
説
特
集
号
」

本
節
で
は
、戦
後
の
推
理
小
説
ブ
ー
ム
の
な
か
で
、「
松
本
清
張
責
任
編
集
」

を
掲
げ
た
『
婦
人
公
論
』「
推
理
小
説
特
集
号
」（
一
九
六
三
・
一
）
が
ど
の

よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
か
を
確
認
し
、
推
理
小
説
と
し
て
の
「
光
の
帯
」

に
は
読
者
か
ら
ど
の
よ
う
な
期
待
が
向
け
ら
れ
た
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

先
述
し
た
よ
う
に
戦
時
中
の
規
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
推
理
小
説
は
戦
後
に

復
活
を
遂
げ
、
一
九
六
〇
年
前
後
に
は
「
社
会
派
」
推
理
小
説
が
流
行
し
た

と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
発
表
さ
れ
た
作
品
が
「
社
会
派
」
一
色
だ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
『
婦
人
公
論
』
に
は
、
一
九
六
一
年
一
月
号

の
松
本
清
張
「
影
の
車
」
第
一
話
「
確
証
」
に
始
ま
り
、
一
九
六
三
年
一
二

月
号
の
松
本
清
張
「
絢
爛
た
る
流
離
」
の
最
終
回
「
消
滅
」
に
至
る
ま
で
二

年
間
に
わ
た
っ
て
推
理
小
説
が
創
作
欄
の
一
角
を
占
め
た
（
６
）。
具
体
的
に
掲

載
さ
れ
た
作
者
と
作
品
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
松
本
清
張
「
影
の
車
」（
一

九
六
一
・
一
〜
八
）、
黒
岩
重
吾
「
夜
旅
を
し
た
女
」（
一
九
六
一
・
九
）、
鮎
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川
哲
也
「
暗
い
断
崖
」（
一
九
六
一
・
一
〇
）、
佐
野
洋
「
様
々
な
手
」（
一
九

六
一
・
一
二
）、
高
木
彬
光
「
遺
言
書
」（
一
九
六
二
・
一
）、
水
上
勉
「
花
の

墓
標
」（
一
九
六
二
・
一
〜
七
）、
有
馬
頼
義
「
悪
魔
の
証
明
」（
一
九
六
二
・

八
〜
九
）、
松
本
清
張
「
絢
爛
た
る
流
離
」（
一
九
六
三
・
一
新
年
特
大
号
〜

一
二
）。
松
本
清
張
、
黒
岩
重
吾
、
水
上
勉
、
有
馬
頼
義
ら
は
「
社
会
派
」
と

括
ら
れ
、
鮎
川
哲
也
と
高
木
彬
光
と
は
「
純
本
格
」
と
し
て
括
ら
れ
る
作
家

で
あ
る
（
７
）。
た
し
か
に
「
社
会
派
」
が
多
数
を
占
め
る
が
、
必
ず
し
も
「
社

会
派
」
の
作
品
だ
け
が
読
ま
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
押
野
武
志
は
こ
の

時
期
は
「
社
会
派
」
以
外
が
「
沈
黙
を
強
い
ら
れ
」
た
と
述
べ
て
い
る
が
（
８
）、

そ
の
背
後
に
は
作
品
数
と
し
て
で
は
な
く
批
評
言
説
と
し
て
「
社
会
派
」
を

前
景
化
し
、
そ
れ
以
外
を
後
景
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
松
本
清
張
の
言
説
戦
略

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
清
張
が
乱
歩
と
い
う
名
前
に
象
徴

さ
せ
て
推
理
小
説
の
転
換
を
主
張
し
て
い
た
と
す
る
藤
井
淑
禎
の
議
論
を
参

照
す
る
こ
と
で
、
推
理
小
説
文
壇
に
お
け
る
清
張
対
乱
歩
と
い
う
図
式
を
整

理
し
て
み
た
い
。

藤
井
は
一
九
四
〇
年
代
が
木
々
高
太
郎
と
江
戸
川
乱
歩
の
論
争
の
時
代
だ

っ
た
一
方
で
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
は
清
張
の
独
壇
場
に
な
る
と
い
う
変

遷
の
背
後
に
、
清
張
の
意
図
的
な
戦
略
が
あ
っ
た
こ
と
を
詳
ら
か
に
し
て
い

る
（
９
）。
こ
の
時
期
の
乱
歩
は
、
木
々
高
太
郎
と
の
論
争
で
「
本
格
論
者
の
代

表
」と
し
て
振
る
舞
い
、自
他
と
も
に「
本
格
派
」の
論
客
に
な
っ
て
い
た（
）。
10

一
方
の
清
張
は
「
推
理
小
説
時
代
」（『
婦
人
公
論
』
一
九
五
八
・
五
）、「
推

理
小
説
の
発
想
」（『
推
理
小
説
作
法

あ
な
た
も
き
っ
と
書
き
た
く
な
る
』

光
文
社
、
一
九
五
九
・
四
）、「
推
理
小
説
独
言
」（『
文
学
』
一
九
六
一
・
四
）、

ま
た
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
『
黒
い
手
帖
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
一
・
九
）

な
ど
の
推
理
小
説
論
の
な
か
で
、
乱
歩
を
「
本
格
派
」
の
代
表
格
に
仕
立
て
、

こ
の
既
存
の
推
理
（
探
偵
）
小
説
を
「「
お
化
屋
敷
」
の
掛
小
屋
」（
）

だ
と

11

揶
揄
し
た
。
乱
歩
作
品
の
実
質
は
「
変
格
」
的
だ
と
捉
え
ら
れ
る
の
が
通
例

で
あ
る
が
、
清
張
は
そ
れ
を
保
留
し
、
乱
歩
を
「
本
格
派
」
の
代
表
に
仕
立

て
る
こ
と
で
、
自
ら
の
推
理
小
説
を
位
置
づ
け
た
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
こ

と
は
、
必
ず
し
も
両
者
の
間
に
断
絶
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は

な
い
。
清
張
と
乱
歩
は
共
著
や
対
談
も
行
っ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
推
理

小
説
文
壇
に
お
け
る
位
置
取
り
の
た
め
に
、
乱
歩
と
い
う
ネ
ー
ム
が
利
用
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

で
は
、
清
張
は
「
探
偵
小
説
を
、「
お
化
屋
敷
」
の
掛
小
屋
か
ら
リ
ア
リ
ズ

ム
の
外
に
出
し
た
か
っ
た
」
と
述
べ
る
こ
と
で
、
な
に
を
主
張
し
よ
う
と
し

た
の
か
。
二
人
の
対
談
「
こ
れ
か
ら
の
探
偵
小
説
」（『
宝
石
』
一
九
五
八
・

七
）
で
の
発
言
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

江
戸
川

そ
う
い
う
点
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
よ
く
考
え
て
み
る
と
、

横
溝
流
の
本
格
派
と
い
う
の
は
非
常
に
少
な
い
で
す
よ
。
だ
い
た
い

日
本
の
探
偵
小
説
は
昔
か
ら
変
格
が
多
か
つ
た
。
ぼ
く
な
ん
か
も
そ

の
一
人
で
、
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
、
と
も

か
く
本
格
派
は
非
常
に
少
な
い
。

松
本

本
格
派
が
非
常
に
少
い
と
い
う
こ
と
は
、
い
つ
か
も
書
い
て
お
ら

れ
ま
し
た
が
、
ぼ
く
の
意
味
は
、
必
ず
し
も
本
格
派
だ
け
で
な
く
、

探
偵
小
説
一
般
の
作
風
が
、
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
陥
つ
て
い
る
と
い
う
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こ
と
で
す
よ
。
こ
し
ら
え
も
の
が
多
く
て
、
社
会
的
な
動
機
と
か
、

雰
囲
気
や
人
物
の
リ
ア
リ
テ
ィ
と
か
、
そ
う
い
う
点
が
無
視
さ
れ
て

い
る
傾
向
が
あ
る
。

清
張
は
、
乱
歩
が
い
う
「
本
格
派
」
を
含
め
て
既
存
の
探
偵
小
説
を
「
こ

し
ら
え
も
の
」
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ら
に
は
「
社
会
的
な
動
機
」「
雰
囲
気
や

人
物
の
リ
ア
リ
テ
ィ
」
が
な
い
と
喝
破
す
る
。
こ
こ
で
い
う
「
社
会
」
と
は

何
か
。「
推
理
小
説
独
言
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

乱
歩
は
偉
大
な
創
作
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
乱
歩
の
特
異
性
が
時

流
に
投
じ
る
と
、（
中
略
）
乱
歩
は
通
俗
的
な
需
要
と
妥
協
し
て
し
ま
っ

た
。
当
時
の
言
葉
で
云
う
エ
ロ
グ
ロ
を
強
調
す
る
た
め
に
、
そ
の
効
果

上
、
異
常
な
雰
囲
気
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
非
日

常
性
の
舞
台
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
か
く
て
、
乱
歩
の

そ
の
出
現
当
時
新
鮮
で
あ
っ
た
市
井
的
な
要
素
は
、
跡
形
も
無
く
な
り
、

荒
唐
無
稽
な
、
一
般
庶
民
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
世
界
が
創
ら
れ
て

行
っ
た
の
で
あ
る
。

乱
歩
が
「
通
俗
的
」「
エ
ロ
グ
ロ
」「
異
常
」
へ
と
傾
き
、「
非
日
常
性
」
の

も
の
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
清
張
が
主
張
す
る
の
は
「
一
般
庶
民
と

縁
も
ゆ
か
り
も
」
あ
る
「
市
井
的
な
要
素
」（
日
常
性
）
を
描
く
こ
と
な
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
「
推
理
小
説
は
、
も
っ
と
現
実
に
密
着
し
な
け
れ
ば
、
読
者

に
実
感
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
問
題
意
識
で
も
あ
っ
た
（

）。
12

清
張
は
読
者
の
日
常
性
に
即
し
た
推
理
小
説
を
「
社
会
派
」
の
指
針
と
し
て

主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
清
張
の
発
想
は
、
特
に
犯
罪
動
機
の
リ
ア

リ
テ
ィ
へ
と
具
体
化
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
清
張
は
自
ら
を
「
本
格
派
」
探
偵
小
説
を
象
徴
す
る
乱
歩

と
い
う
ネ
ー
ム
と
対
峙
さ
せ
、
日
常
性
を
掲
げ
る
「
社
会
派
」
の
メ
ル
ク
マ

ー
ル
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
探
偵
小
説
専
門
誌
で
あ
っ
た
『
宝
石
』
で
は
、
一

九
五
七
年
八
月
か
ら
「
江
戸
川
乱
歩
責
任
編
集
」
が
謳
わ
れ
、
一
九
六
二
年

二
月
に
江
戸
川
乱
歩
が
実
際
の
編
集
を
退
い
て
か
ら
も
、
表
紙
に
は
「
江
戸

川
乱
歩
責
任
編
集
」
が
提
示
さ
れ
つ
づ
け
た
こ
と
で
あ
る
（

）。
乱
歩
自
身
は

13

『
宝
石
』
に
こ
そ
「
本
格
」
も
の
が
掲
載
で
き
る
と
考
え
、「
雑
誌
「
宝
石
」

は
、
わ
れ
わ
れ
推
理
小
説
家
の
本
陣
の
よ
う
な
も
の
だ
」
と
考
え
て
い
た（
）。
14

そ
れ
に
対
し
て
、『
婦
人
公
論
』「
推
理
小
説
特
集
号
」
は
「
松
本
清
張
責
任

編
集
」
を
掲
げ
る
こ
と
で
、
清
張
と
い
う
ネ
ー
ム
が
も
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
強

く
打
ち
出
し
て
い
る
。
先
の
よ
う
な
言
説
戦
略
が
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
、「
松

本
清
張
責
任
編
集
」「
推
理
小
説
特
集
号
」
は
、「
江
戸
川
乱
歩
責
任
編
集
」『
宝

石
』
か
ら
の
転
換
点
と
し
て
言
説
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
最
後
に
『
婦
人
公
論
』「
推
理
小
説
特
集
号
」
の
誌
面
内
容
を
確
認

し
て
お
こ
う
。
す
で
に
多
様
な
誌
面
構
成
だ
と
述
べ
た
が
、「
推
理
小
説
特
集

号
」
で
は
有
馬
頼
義
「
不
当
な
代
償
」、
水
上
勉
「
砂
の
男
」、
松
本
清
張
「
相

模
国
愛
甲
郡
中
津
村
」
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、
笹
沢
佐
保
、
佐
野
洋
ら

の
作
品
、
ま
た
平
林
た
い
子
や
森
茉
莉
、
倉
橋
由
美
子
が
実
際
の
犯
罪
を
検

証
し
て
い
く
企
画
「
被
告
の
座
の
女
性
像
」
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
な
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か
で
目
次
で
は
佐
藤
春
夫
「
光
の
帯
」、
有
馬
頼
義
「
不
当
な
代
償
」、
松
本

清
張
「
相
模
国
愛
甲
郡
中
津
村
」
の
三
作
品
が
白
抜
き
さ
れ
て
お
り
、「
光
の

帯
」
は
清
張
や
有
馬
頼
義
と
い
う
「
社
会
派
」
作
家
の
作
品
と
同
じ
よ
う
に

強
調
さ
れ
、
読
者
の
目
を
引
く
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

一
方
、
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
状
況
だ
け
が
「
光
の
帯
」
に
対
す
る
読
者
の

期
待
を
形
成
し
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
面
も
あ
る
。
投
稿
型
の
原
稿
な
ら
ば

メ
デ
ィ
ア
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
も
多
い
だ
ろ
う
が
、「
佐
藤
春
夫
」
と
い
う
作

家
ネ
ー
ム
が
読
者
に
与
え
た
印
象
も
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
光

の
帯
」
の
発
表
時
点
で
佐
藤
春
夫
は
約
四
十
年
の
作
家
生
活
を
営
ん
で
き
て

い
た
し
、
一
九
一
八
年
七
月
の
『
中
央
公
論
』「
秘
密
と
解
放
」
号
の
特
集
「
芸

術
的
新
探
偵
小
説
」
に
短
編
小
説
「
指
紋
」
を
発
表
し
て
以
来
、
探
偵
小
説

を
意
識
し
た
多
く
の
作
品
を
発
表
し
て
き
た
こ
と
が
、
独
自
の
作
家
イ
メ
ー

ジ
を
形
成
し
た
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
佐
藤
春
夫
の
探
偵
小
説
の
傾
向
を
詳
細
に

論
じ
る
余
裕
は
な
い
が
、
内
田
隆
三
に
な
ら
っ
て
「「
反
探
偵
小
説
」
の
兆
し

を
含
ん
で
い
る
」（
）

と
い
う
こ
と
だ
け
は
確
認
し
て
お
こ
う
。
た
し
か
に
、

15

佐
藤
春
夫
の
探
偵
小
説
的
作
品
は
探
偵
小
説
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
逸
脱
す
る
要
素

が
多
く
、
む
し
ろ
そ
の
逸
脱
に
こ
そ
独
自
の
試
み
が
賭
け
ら
れ
て
き
た
。
内

田
は
こ
の
賭
け
を
探
偵
と
い
う
「
知
覚
や
ま
な
ざ
し
を
行
使
す
る
主
体
の
同

一
性
に
つ
い
て
あ
る
種
の
疑
惑
」
だ
と
論
じ
て
い
る
。

で
は
、「
光
の
帯
」
の
場
合
、「
社
会
派
」
の
圏
域
か
ら
の
逸
脱
は
、
ど
の

よ
う
な
試
み
だ
っ
た
の
か
。
次
節
以
降
、
作
品
の
細
部
を
検
討
し
て
み
た
い
。

３

推
理
小
説
と
現
実
的
な
も
の

リ

ア

ル

ま
ず
、「
光
の
帯
」
の
形
式
的
な
特
徴
を
確
認
し
て
お
こ
う
。「
光
の
帯
」

は
雑
誌
の
「
或
る
事
件
記
者
」
が
一
九
五
一
年
頃
に
取
材
し
た
事
件
に
つ
い

て
語
っ
た
こ
と
を
小
説
家
が
小
説
に
仕
立
て
た
小
説
だ
と
い
う
設
定
で
あ
る
。

物
語
の
冒
頭
は
「
或
る
事
件
記
者
」
が
事
件
に
つ
い
て
語
っ
た
目
的
を
述
べ

る
場
面
か
ら
始
ま
る
。
ま
ず
は
「
或
る
事
件
記
者
」
が
事
件
を
語
る
目
的
を

見
る
こ
と
で
、
同
時
代
の
推
理
小
説
と
の
重
な
り
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

題
を
ど
う
変
へ
て
み
て
も
、
ド
キ
ュ
ー
メ
ン
タ
リ
ー
は
以
前
と
し
て
変

ら
ず
、
ど
こ
ま
で
も
外
面
的
で
味
が
出
ま
せ
ん
。
事
件
に
は
も
っ
と
何

か
あ
っ
た
は
ず
だ
、
創
作
の
才
能
が
あ
っ
た
ら
な
あ
と
思
ふ
材
料
な
の

で
す
が
お
役
に
立
つ
か
ど
う
か
。
話
し
て
み
ま
せ
う
か
。（
中
略
）
創
作

に
し
て
み
せ
て
も
ら
っ
た
ら
、
小
説
と
い
ふ
も
の
は
、
ど
ん
な
ふ
う
に

書
く
の
か
が
わ
か
る
と
思
ふ
か
ら
で
す
。
言
は
ば
、
こ
ち
ら
で
文
学
の

臨
床
講
義
を
聴
か
う
と
い
ふ
心
掛
け
で
さ

こ
こ
に
は
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
対
す
る
期
待
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

事
件
記
者
は
、「
発
端
と
結
末
だ
け
」
の
「
た
か
だ
か
十
数
行
で
か
た
づ
け
」

て
し
ま
っ
た
報
道
記
事
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
「
あ
っ
た
は
ず
」
の
事
件

の
深
層
あ
る
い
は
裏

―
事
件
に
至
っ
た
経
緯
や
動
機
、
人
間
の
心
理
な
ど

を
指
す
の
だ
ろ
う

―
を
描
く
も
の
と
し
て
小
説
を
捉
え
て
い
る
。
す
な
わ
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ち
、
小
説
は
報
道
記
事
が
描
き
切
れ
な
い
も
の
を
描
く
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
小
説
の
価
値
づ
け
は
、
同
時
代
の
推
理
小
説
に
も
見
ら
れ
る
。

そ
こ
で
は
、
小
説
が
週
刊
誌
と
対
比
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
婦
人
公
論
』

「
推
理
小
説
特
集
号
」
に
掲
載
さ
れ
た
佐
野
洋
「
消
え
た
診
断
書
」
は
興
味

深
い
。
佐
野
は
ほ
か
の
作
品
で
も
メ
デ
ィ
ア
を
効
果
的
に
用
い
て
い
る
が
、

特
に
「
消
え
た
診
断
書
」
で
は
週
刊
誌
を
作
中
に
登
場
さ
せ
、
そ
の
事
実
の

扱
い
方
に
注
目
し
て
い
る
。

週
刊
誌
で
あ
る
。
そ
の
記
者
た
ち
は
、
新
聞
記
者
や
警
察
官
よ
り
も

遠
慮
が
な
か
っ
た
。
新
聞
に
報
じ
ら
れ
な
か
っ
た
裏
の
事
情
を
探
ろ
う

と
い
う
の
だ
か
ら
、
当
然
と
も
言
え
る
の
だ
が
、
そ
れ
も
度
を
過
し
て

い
る
と
思
わ
れ
た
。

週
刊
誌
は
「
裏
の
事
情
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
も
そ
の
記

事
は
「
一
般
の
読
者
」
が
欲
望
す
る
「
度
を
過
し
」
た
「
噂
」
の
か
た
ち
を

取
っ
て
お
り
、
究
極
的
に
は
「
彼
女
〔
事
件
関
係
者

―
引
用
者
注
〕
に
会

わ
な
く
て
も
、
記
事
は
書
け
る
」
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
消
え
た
診

断
書
」
で
は
、
事
件
関
係
者
の
女
性
が
週
刊
誌
に
事
実
無
根
の
内
容
を
書
か

れ
た
結
果
、
婚
約
者
に
捨
て
ら
れ
る
と
い
う
顛
末
に
至
る
。
こ
う
し
た
ス
ト

ー
リ
ー
展
開
は
、
週
刊
誌
に
書
か
れ
る
「
裏
の
事
情
」
が
、
本
当
の
事
実
で

は
な
く
、
読
者
の
期
待
に
応
え
る
か
た
ち
の
「
事
実
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
へ
の
批
判
と
し
て
読
め
る
。
そ
の
う
え
こ
の
物
語
の
最
後
に
は
そ
の
女
性

と
「
作
者
」
の
会
話
が
示
さ
れ
、
す
べ
て
の
顚
末
は
女
性
の
婚
約
者
が
別
れ

る
た
め
に
仕
組
ん
だ
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
「
作
者
」
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
小
説
（
そ
し
て
そ
の
「
作
者
」）
は
週
刊
誌
の
記
事
よ
り
も
さ

ら
に
「
裏
の
事
情
」「
事
実
」
を
探
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
表
明
さ
れ
た
物

語
と
し
て
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
週
刊
誌
に
対
す
る
小
説
（
主
に
推
理
小
説
）
の
価
値
づ
け
は
、

週
刊
誌
の
記
事
の
特
徴
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
だ
ろ
う
。『
週
刊
誌

そ
の
新

し
い
知
識
形
態
』（
三
一
書
房
、
一
九
五
八
・
一
二
）
に
よ
れ
ば
週
刊
誌
の
特

徴
と
し
て
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
」
の
色
が
強
い
こ
と
が
指
摘
で

き
る
と
い
う
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
と
は
、
政
治
も
経
済
も
社
会
現
象
も
、

そ
れ
を
記
事
と
し
て
と
り
上
げ
る
際
、
ひ
と
つ
の
冷
た
い
客
観
的
な
事

象
と
し
て
記
述
す
る
よ
り
、
そ
の
中
に
登
場
す
る
人
物
を
と
お
し
て
、

あ
る
い
は
人
物
そ
の
も
の
に
焦
点
を
当
て
、
と
く
に
、
そ
の
私
生
活
面

や
人
間
と
し
て
の
喜
怒
哀
楽
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
、
そ

の
記
事
を
血
の
通
っ
た
、
温
い
も
の
に
し
、
読
者
の
心
を
捉
え
よ
う
と

す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
こ
で
目
指
さ
れ
る
「
血
の
通
っ
た
、
温
い
も
の
」
が
実
際
の
記
事
で
は

道
義
的
な
意
味
で
は
な
く
、
ゴ
シ
ッ
プ
的
な
方
向
に
傾
く
こ
と
が
多
か
っ
た

わ
け
だ
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
週
刊
誌
が
事
件
の
背
後
に
あ
る
「
私
生
活
面

や
人
間
と
し
て
の
喜
怒
哀
楽
」
を
記
事
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
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こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
清
張
が
「
戦
後
の
探
偵
小
説
は
、
ど
う
も
人
間
と
い

う
も
の
が
描
か
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
で
批
判
し
、
自
ら
の
推
理
小
説

に
は
「
人
間
描
写
」
が
あ
る
と
述
べ
た
こ
と
と
重
な
る
か
ら
で
あ
る
（

）。
す

16

な
わ
ち
、「
社
会
派
」
推
理
小
説
と
週
刊
誌
は
、
事
件
の
背
後
に
あ
る
「
人
間
」

の
実
際
の
生
活
（
日
常
性
）
に
注
目
し
た
点
で
、
共
通
の
地
平
に
立
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
週
刊
誌
が
あ
ま
り
に
も
ゴ
シ
ッ
プ
に
傾
き
、
読
者
の
興
味
に

応
じ
た
「
事
実
」
を
仮
構
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
推
理
小
説
は
批
判
的
で

も
あ
っ
た
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
に
「
光
の
帯
」
を
見
れ
ば
、
事
件
記
者
が
い
う

「
味
」
と
は
「
外
面
的
」
な
事
実
記
述
で
は
表
現
さ
れ
な
い
「
人
間
」
の
実

生
活
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
「
光
の
帯
」
で
は
、
ど
の
よ
う
な

「
裏
」
そ
し
て
「
人
間
」
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
そ

の
「
裏
」
と
は
、
推
理
小
説
一
般
に
見
ら
れ
る
事
件
の
真
相
で
は
な
い
。
具

体
的
に
い
え
ば
、〈
小
説
〉

―
本
稿
で
は
「
光
の
帯
」
の
物
語
世
界
内
で
執

筆
さ
れ
た
水
準
の
小
説
を
〈
小
説
〉
と
表
記
す
る

―
で
は
鷲
山
夫
人
の
「
死

因
は
依
然
と
し
て
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
」
と
語
ら
れ
て
お
り
、
事
件
の
謎

が
解
か
れ
る
こ
と
も
な
い
。
む
し
ろ
、〈
小
説
〉
が
暴
い
て
い
る
の
は
、
ヒ
ュ

ー
マ
ン
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
に
貫
か
れ
た
週
刊
誌
と
推
理
小
説
と
い
う
二
つ
の

メ
デ
ィ
ア
が
出
来
事
の
「
裏
」
を
捉
え
て
い
く
そ
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
自
体
の

問
題
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
作
中
で
は
事
件
記
者
が
知
り
え
な
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
関
係
者
の
心
情
が
語
ら
れ
て
い
た
り
す
る
。
こ
う
い

っ
た
点
で
、
事
件
の
報
道
と
は
異
な
る
側
面
を
描
い
て
お
り
、
そ
れ
は
一
種

の
「
人
間
」
の
姿
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
、
物
語
世
界
内
の
小
説

家
が
強
調
す
る
の
は
、
人
々
に
は
出
来
事
を
（
殺
人
）「
事
件
」
と
し
て
捉
え

た
い
と
い
う
欲
望
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
こ
そ
〈
小
説
〉
の

可
能
性
が
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
は
事
件
記
者
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
か
を
見
て
み
よ
う
。

こ
の
う
ち
の
一
枚
に
、
署
の
発
表
を
書
き
さ
へ
す
れ
ば
、
一
応
の
報
道

記
事
は
で
き
る
わ
け
で
あ
る
が
、
彼
は
そ
れ
で
は
満
足
で
き
な
か
っ
た
。

署
の
発
表
は
ど
の
社
で
も
共
通
の
も
の
で
あ
る
。
彼
は
独
自
の
も
の
を

書
き
た
か
っ
た
。
と
い
ふ
の
は
侵
入
者
が
あ
っ
た
と
な
る
と
こ
れ
は
や

は
り
殺
し
の
事
件
の
や
う
に
思
は
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

先
に
引
用
し
た
冒
頭
部
の
事
件
記
者
自
身
の
言
葉
で
は
「
外
面
的
で
味
が

出
」
な
い
と
し
か
語
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
さ
ら
に
進
め
ら
れ
「
一

応
の
報
道
記
事
」
で
は
な
い
「
独
自
の
も
の
を
書
き
た
か
っ
た
」
と
い
う
特

ダ
ネ
へ
の
欲
望
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
背
後
に
は

「
や
は
り
殺
し
の
事
件
」（
傍
点
引
用
者
、
以
下
同
様
。）
と
あ
る
よ
う
に
、

事
件
記
者
は
殺
人
事
件
と
し
て
捉
え
た
い
欲
望
が
あ
っ
た
よ
う
に
語
ら
れ
て

い
る
の
だ
。

鷲
山
夫
人
の
死
を
殺
人
事
件
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
ほ
か
の

人
物
に
も
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
遺
体
の
検
視
を
行
っ
た
牛

島
医
師
は
「
刑
事
た
ち
が
、
あ
っ
さ
り
と
自
殺
と
か
た
づ
け
た
が
っ
て
ゐ
る

や
う
な
お
手
軽
さ
、
も
し
く
は
り
か
う
ぶ
っ
た
無
智
が
腹
立
た
し
か
っ
た
も

－7－
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の
ら
し
か
っ
た
」
と
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
発
見
者
の
和
子
の
母
親

は
鷲
山
夫
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
聞
く
な
り
「
ど
う
し
て
？

殺
さ
れ
で

も
し
て
？
」
と
述
べ
て
い
る
し
、
近
所
に
住
む
女
性
た
ち
も
「
全
く
と
ん
だ

ご
災
難
で
、
自
殺
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
か
、
そ
れ
と
も
や
は
り
他
殺
で
…
」

と
述
べ
る
。〈
小
説
〉
で
は
、
死
を
殺
人
事
件
と
し
て
捉
え
た
い
と
い
う
欲
望

と
先
入
観
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
光
の
帯
」
の
時
代
設
定
は
一
九
五
〇
年
代
初
頭
だ
が
、
当
時
は
殺
人
事

件
が
そ
れ
ほ
ど
多
発
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
統
計
に
よ
れ
ば
、
戦
後
の
殺

人
事
件
の
認
知
件
数
は
一
九
五
四
年
度
の
三
、
〇
八
一
件
が
ピ
ー
ク
で
、
そ

の
後
、
減
少
傾
向
に
転
じ
て
い
る
（

）。
一
九
五
四
年
度
の
件
数
は
、
二
〇
一

17

一
年
度
の
約
三
倍
の
件
数
で
あ
り
、
た
し
か
に
多
い
と
は
い
え
る
。
だ
が
、

殺
人
事
件
を
身
近
な
も
の
と
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
実
数
よ
り
も
、
同
時

代
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
だ
ろ
う
。
一
九
六
二
年
一
月
二

五
日
朝
刊
の
『
朝
日
新
聞
』「
天
声
人
語
」
に
は
、「
血
な
ま
ぐ
さ
い
事
件
が

毎
日
続
い
て
、
ほ
ん
と
う
に
イ
ヤ
に
な
る
。」
と
い
っ
た
表
現
が
見
ら
れ
、
他

人
に
触
れ
た
だ
け
で
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
は
、
人
々
の
個
別
の
日
常
生
活
圏
の
外
で
起
き
た
事
件
を
も
紙
面
を

通
し
て
共
同
体
の
一
部
と
し
て
日
常
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（

）。
18

こ
う
し
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
動
向
と
共
鳴
す
る
の
が
清
張
の
主
張
で
あ
る
。

清
張
は
同
時
代
の
エ
ッ
セ
イ
「
推
理
小
説
の
発
想
」（
江
戸
川
乱
歩
・
松
本
清

張
編
『
推
理
小
説
作
法

あ
な
た
も
き
っ
と
書
き
た
く
な
る
』
光
文
社
、
一

九
五
九
・
四
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
た
ち
は
新
聞
紙
上
で
、
毎
日
の
よ
う
に
人
殺
し
の
記
事
を
読
み
ま

す
が
、
よ
く
考
え
れ
ば
、
そ
こ
で
扱
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
事
件
は
、
い

つ
私
た
ち
自
身
の
身
の
上
に
も
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
わ
け
で
す
。
今

日
が
無
事
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
明
日
も
無
事
だ
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。

清
張
は
、
殺
人
事
件
が
「
毎
日
の
よ
う
に
」
記
事
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
れ
が
読
者
の
「
身
の
上
」
で
起
き
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
可
能
性
を
推
理
小
説
の
方
法
と
し
て
応
用
す
る

こ
と
を
主
張
す
る
。

い
ま
ま
で
、
推
理
小
説
と
申
し
ま
す
と
、
た
い
て
い
、
ピ
ス
ト
ル
が

鳴
っ
た
り
、
麻
薬
の
取
引
が
あ
っ
た
り
、
人
殺
し
が
あ
っ
た
り
と
い
う
、

わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
に
は
ま
ず
無
縁
な
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
う
い
う
あ
ら
っ
ぽ
い
、
こ
わ
が
ら
せ
を
眼
目
に
し
た
よ

う
な
小
説
は
、
じ
つ
は
本
来
か
ら
い
う
と
、
ち
っ
と
も
こ
わ
く
な
い
。

そ
れ
よ
り
も
、
生
活
に
密
着
し
た
、
わ
れ
わ
れ
自
身
が
い
つ
巻
き
こ
ま

れ
る
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
現
実
的
な
恐
ろ
し
さ
を
描
い
た
ほ
う
が
、

レ

ア

ル

ど
ん
な
に
そ
れ
が
淡
々
と
静
か
な
文
章
で
書
か
れ
て
い
て
も
、
ず
っ
と

大
き
な
戦
慄
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

清
張
は
現
実
離
れ
し
た
推
理
小
説
を
批
判
し
、「
生
活
に
密
着
し
た
」

「
現
実
的
な
恐
ろ
し
さ
」
を
描
く
こ
と
で
、
読
者
に
「
戦
慄
」
を
与
え
ら
れ

レ

ア

ル

る
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
殺
人
が
日
常
的
な
も
の
だ
と
い
う
報
道

－8－
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の
言
説
を
意
識
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
読
者
に
日
常
生
活
の
中
に
潜
む
殺

人
事
件
の
可
能
性
を
意
識
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
清
張

の
い
う
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
読
者
論
的
な
側
面
で
あ
る
。

読
者
の
日
常
（「
現
実
」）
と
小
説
中
の
事
件
を
接
続
す
る
こ
と
。
こ
の
こ

と
に
〈
小
説
〉
は
意
識
的
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
「
事
件
」
へ
の
欲
望
も
そ

う
だ
が
、
新
た
に
次
の
引
用
を
見
て
み
よ
う
。

「
そ
れ
で
君
が
寝
る
前
に
読
み
た
い
と
は
ば
か
り
の
中
で
思
ひ
立
っ
て

わ
ざ
わ
ざ
家
ま
で
取
り
に
帰
っ
た
と
い
ふ
の
は
ど
ん
な
本
か
ね
。小
説
？

恋
愛
小
説
か
ね
？
」
と
刑
事
は
あ
ま
り
重
要
な
問
題
で
も
な
い
た
め

か
、
多
少
娘
を
か
ら
か
ひ
気
味
で
あ
っ
た
。

「
い
い
え
。
推
理
小
説
で
す
」

「
ナ
ニ
？

推
理
小
説
と
い
ふ
と
、
つ
ま
り
探
偵
小
説
だ
ね
。
ど
ん
な

推
理
小
説
か
ね
。
あ
れ
な
ら
我
々
も
ち
ょ
い
ち
ょ
い
の
ぞ
い
て
み
る
が
」

「
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
に
な
っ
て
ゐ
る
」
と
和
子
が
少
し
は
に
か
み
気
味

な
の
を
引
取
っ
て
、
刑
事
は
、

「
た
と
え
ば
『
黒
い
清
流
』
と
い
ふ
や
う
な
も
の
か
ね
」

と
、
ち
ょ
っ
と
そ
の
方
面
の
通
だ
と
い
ふ
こ
と
を
に
ほ
は
せ
て
ゐ
た
が
、

同
時
に
探
偵
小
説
の
愛
読
者
に
は
、
時
々
犯
罪
者
が
出
る
こ
と
も
思
ひ

出
し
て
ゐ
た
。
必
ず
し
も
和
子
を
疑
っ
た
と
い
ふ
わ
け
で
も
な
か
っ
た

の
で
あ
る
が
。

こ
こ
で
「
推
理
小
説
」
の
代
表
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
「『
黒
い
清
流
』」
と

い
う
作
品
は
実
在
し
な
い
。
し
か
し
「
黒
い
〇
〇
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、

清
張
が
発
表
し
た
「
黒
い
樹
海
」（『
婦
人
倶
楽
部
』
一
九
五
八
・
一
〇
〜
一

九
六
〇
・
六
）
や
「
黒
い
福
音
」（『
週
刊
コ
ウ
ロ
ン
』
一
九
五
九
・
一
一
・

三
〜
一
九
六
〇
・
一
〇
・
二
五
）、「
日
本
の
黒
い
霧
」（『
文
藝
春
秋
』
一
九

六
〇
・
一
〜
一
二
）
を
連
想
さ
せ
る
。〈
小
説
〉
の
書
き
手
が
推
理
小
説
の
代

表
と
し
て
清
張
の
作
品
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
い
え

よ
う
。
そ
の
う
え
で
、
引
用
部
を
細
か
く
見
れ
ば
、
推
理
（
探
偵
）
小
説
の

読
者
で
あ
る
こ
と
が
和
子
に
対
す
る
印
象
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

先
に
和
子
に
注
目
す
れ
ば
彼
女
は
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
は
じ
め
て
い
る
。
ま
た
、

彼
女
は
遺
体
発
見
時
の
行
動
に
つ
い
て
、「
あ
ん
な
場
合
に
そ
の
場
所
で
見
つ

け
た
も
の
は
、
す
べ
て
手
を
ふ
れ
な
い
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
置
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
わ
た
し
小
説
な
ど
で
知
っ
て
ゐ
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
「
小
説
」
と
は
、
引
用
部
に
あ
る
推
理
小
説
の
こ
と
で
あ
り
、
そ

こ
で
読
ん
だ
こ
と
が
彼
女
の
行
動
を
、
し
か
も
殺
人
事
件
の
第
一
発
見
者
と

し
て
相
応
し
い
あ
ま
り
に
も
冷
静
な
行
動
を
取
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
刑
事
た
ち
の
認
識
で
あ
る
。
刑
事
た
ち
は
探
偵
（
推
理
）

小
説
の
読
者
が
犯
罪
者
に
な
る
可
能
性
を
考
え
て
い
る
。
こ
こ
で
あ
え
て
「
推

理
小
説
」
で
は
な
く
「
探
偵
小
説
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、
一
九
三
〇

年
代
の
犯
罪
報
道
に
お
い
て
探
偵
小
説
が
、
犯
罪
を
誘
発
す
る
要
因
と
み
な

す
言
説
が
一
般
化
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
（

）。
こ
の
事
象
を
「
光
の

19

帯
」
の
文
脈
に
即
し
て
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
人
々
の
認
識
や
行
動
に
探
偵

小
説
が
影
響
を
与
え
る
と
い
う
言
説
の
ひ
と
つ
と
し
て
理
解
で
き
る
。
呼
称

が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
探
偵
（
推
理
）
小
説
は
「
現
実
」
に
影
響
を
与
え

－9－
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る
枠
組
み
と
し
て
言
説
化
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

本
文
に
戻
ろ
う
。
刑
事
た
ち
に
と
っ
て
和
子
は
、
探
偵
（
推
理
）
小
説
の

読
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
無
意
識
に
疑
い
の
対
象
に
な
る
。
そ
の

疑
い
は
次
の
引
用
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。

「
庭
下
駄
な
ら
今
す
ぐ
取
っ
て
来
ま
す
」

と
叫
ん
だ
の
は
、
刑
事
の
大
足
で
自
分
の
下
駄
を
は
か
れ
て
は
、
と

思
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
か
な
か
油
断
な
ら
ぬ
ほ
ど
頭
の
働
く
娘

だ
な
と
刑
事
は
は
や
警
戒
の
念
を
抱
い
た
。

和
子
の
思
い
に
反
し
て
、
刑
事
は
「
油
断
な
ら
ぬ
ほ
ど
頭
の
働
く
娘
だ
」

と
い
う
「
警
戒
の
念
」
を
抱
い
て
い
る
。
こ
れ
は
鷲
山
夫
人
の
死
を
他
殺
だ

と
考
え
、
和
子
が
推
理
小
説
の
読
者
で
、
犯
罪
に
つ
い
て
知
識
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
前
提
と
し
た
枠
組
み
に
お
い
て
生
じ
る
疑
い
の
眼
差
し
で
あ
る
。

人
々
が
事
件
を
期
待
し
、
夫
人
の
死
を
他
殺
だ
と
捉
え
よ
う
と
す
る
こ
と
と
、

和
子
に
対
す
る
刑
事
た
ち
の
眼
差
し
は
、「
現
実
」
を
「
事
件
」
と
し
て
捉
え

る
枠
組
み
が
ア
プ
リ
オ
リ
に
措
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
通
底
す
る
も

の
な
の
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
前
提
が
あ
れ
ば
こ
そ
、「
現
実
」
は
「
表
」

と
「
裏
」
に
分
離
す
る
。
和
子
に
と
っ
て
は
自
分
の
下
駄
の
鼻
緒
が
ゆ
る
む

の
を
気
に
し
た
だ
け
だ
っ
た
何
気
な
い
行
動
も
、
刑
事
に
は
そ
の
「
裏
」
に

「
警
戒
」
す
べ
き
何
か
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
鷲
山
夫
人
を
殺

害
し
た
犯
人
を
探
し
出
す
こ
と
や
和
子
の
本
心
を
見
抜
く
こ
と
、
こ
れ
ら
は

「
現
実
」
の
「
裏
」
の
姿
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
姿
勢

―
そ
れ
が
実
は
根

本
的
に
無
益
な
こ
と
で
あ
っ
て
も

―
と
し
て
相
同
的
な
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
た
っ
た
ひ
と
つ
の
「
裏
」
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
認
識
の
枠
組

み
、
す
な
わ
ち
〈
推
理
〉
と
い
う
枠
組
み
に
対
し
、
語
り
手
は
根
本
的
に
異

な
る
視
座
を
差
し
込
む
。
先
ほ
ど
の
引
用
箇
所
に
あ
っ
た
「
刑
事
の
大
足
で

自
分
の
下
駄
を
は
か
れ
て
は
」
困
る
と
い
う
和
子
の
内
面
へ
の
焦
点
化
も
そ

の
ひ
と
つ
だ
。
ま
た
、
鷲
山
夫
人
の
死
因
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
遺
体
解
剖
も
結
果
は
次
の
よ
う
に
し
か
語
ら
れ
な
い
。

せ
っ
か
く
解
剖
し
て
も
死
因
は
依
然
と
し
て
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た

が
、
夫
人
は
胸
腺
体
質
に
淋
巴
体
質
を
兼
ね
た
い
は
ゆ
る
胸
腺
淋
巴
体

質
で
こ
の
種
の
人
は
よ
く
シ
ョ
ッ
ク
死
を
お
こ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、

夫
人
の
場
合
も
シ
ョ
ッ
ク
死
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
何

に
よ
っ
て
ど
ん
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
の
や
ら
は
終
に
判
明
し
な
い
。

想
像
を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
、
宵
の
口
の
刺
戟
の
た
め
に
夜
ふ
け
に
見

た
幻
影
な
ど
に
お
び
え
た
か
も
知
れ
な
い
。

傍
線
を
付
し
た
よ
う
に
、
す
べ
て
は
解
明
で
き
な
い
も
の
、
ひ
と
つ
の
可

能
性
と
し
て
し
か
語
ら
れ
て
い
な
い
。
推
理
小
説
の
〈
推
理
〉
と
い
う
枠
組

み
が
、
複
数
の
仮
説
を
立
て
な
が
ら
「
現
実
」
の
た
っ
た
ひ
と
つ
の
真
の
姿

を
解
明
す
る
と
い
う
方
向
に
収
斂
す
る
の
に
対
し
、「
光
の
帯
」
は
正
反
対
の

方
向
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
く
。「
現
実
」
を
〈
推
理
〉
や
解
剖
と
い
う
方
法

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
方
法
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
と

－10－
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こ
ろ
に
こ
そ
「
現
実
」
の
姿
が
あ
る
の
で
あ
り
、〈
小
説
〉
で
は
そ
の
よ
う
な

「
現
実
」
の
姿
が
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
従
っ
て
前
景
化
さ
れ
て
く
る
の
で
あ

る
。

４

反
「
動
機
」
と
し
て
の
心
理

前
節
で
は
「
現
実
」
の
出
来
事
を
「
事
件
」
と
し
て
捉
え
、
解
明
す
べ
き

表
層
と
し
て
捉
え
て
い
く
推
理
小
説
の
枠
組
み
に
対
し
て
、〈
小
説
〉
は
「
現

実
」
の
捉
え
ら
れ
な
さ
を
描
い
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
に
「
動

機
」
と
い
う
「
社
会
派
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
注
目
し
よ
う
。〈
小
説
〉
は
人
間

の
心
理
的
な
側
面
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
描
き
出
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

堀
啓
子
は
清
張
が
「
社
会
派
ミ
ス
テ
リ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

作
品
の
特
徴
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
（

）。
20

清
張
は
か
ね
て
、
犯
罪
の
裏
に
あ
る
動
機
の
重
要
性
を
描
く
こ
と
を

重
視
し
て
き
た
作
家
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
そ
れ
こ
そ
が
清
張
の
持
ち

味
で
あ
り
、
誰
に
で
も
あ
り
う
る
日
常
の
な
か
の
非
日
常
を
描
く
こ
と

が
、
そ
の
作
品
に
普
遍
性
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

清
張
の
リ
ア
リ
ズ
ム
が
日
常
性
へ
の
注
目
に
あ
る
こ
と
は
本
稿
三
節
で
も

確
認
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
清
張
が
重
視
し
た
の
は
「
動
機
」
で
あ
る
。
清

張
自
身
が
「
動
機
」
に
こ
だ
わ
っ
た
理
由
は
次
の
引
用
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

動
機
を
主
張
す
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
人
間
描
写
に
通
じ
る
よ
う
に

私
は
思
う
。
犯
罪
動
機
は
人
間
が
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態
に
置
か
れ
た
時
の

心
理
か
ら
発
す
る
か
ら
だ
（
中
略
）
私
は
動
機
に
さ
ら
に
社
会
性
が
加

わ
る
こ
と
を
主
張
し
た
い
。
そ
う
な
る
と
、
推
理
小
説
も
ず
っ
と
幅
が

で
き
、
深
み
を
加
え
、
時
に
は
問
題
も
提
起
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。推

理
小
説
は
も
と
も
と
異
常
な
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
人
間

関
係
が
窮
極
に
お
か
れ
た
状
態
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
推
理
小
説
に

は
も
っ
と
リ
ア
リ
テ
ィ
が
必
要
な
の
で
あ
る
。（
）
21

こ
の
引
用
部
で
、
犯
罪
者
は
先
天
的
な
「
異
常
」
者
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

は
い
な
い
。
む
し
ろ
、「
犯
罪
動
機
」
と
い
う
の
は
普
通
の
人
間
が
「
社
会
」

―
文
脈
上
、
実
生
活
上
の
「
人
間
関
係
」
と
い
う
意
味
が
強
い

―
の
な

か
で
「
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態
に
置
か
れ
た
時
の
心
理
」
で
あ
っ
て
、「
犯
罪
動
機
」

を
一
般
の
人
間
に
も
生
じ
る
「
心
理
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
を
描

く
こ
と
が
普
遍
的
な
「
人
間
描
写
」
に
通
じ
る
と
い
う
の
で
あ
る
（

）。
な
お
、

22

後
に
述
べ
る
よ
う
に
、「
動
機
」
は
「
犯
罪
動
機
」
に
限
定
さ
れ
る
必
要
は
な

い
。「
動
機
」
は
、「
人
間
」
が
行
動
を
起
こ
す
意
識
的
な
原
因
と
し
て
定
義

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
「
犯
罪
動
機
」
の
重
視
は
、
推
理
小
説
の
筋
立
て
と
し
て
も
重

視
さ
れ
て
い
た
。
特
に
「
社
会
派
」
の
時
代
に
お
い
て
、「
動
機
」
の
解
明
は

仕
掛
け
ら
れ
た
謎
を
解
明
す
る
た
め
の
必
要
条
件
だ
っ
た
の
だ
。
清
張
の
作

－11－
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品
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、『
婦
人
公
論
』
に
連
載
さ
れ
た
推
理
小
説
か
ら
も
そ

れ
は
看
取
で
き
る
。
た
と
え
ば
、『
婦
人
公
論
』
一
九
六
一
年
一
〇
月
号
に
掲

載
さ
れ
た
鮎
川
哲
也
「
黒
い
断
崖
」
は
、
小
説
家
の
茅
野
秋
夫
が
断
崖
の
下

か
ら
死
体
で
発
見
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
担
当
編
集
者
の
ミ
ナ
が
真
犯
人

を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
も
の
だ
が
、
ミ
ナ
の
捜
査
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

あ
れ
ほ
ど
仕
事
に
う
ち
こ
ん
で
い
た
茅
野
が
、
な
ぜ
死
ぬ
気
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
自
殺
の
動
機
に
、
ミ
ナ
は
関
心
を
い
だ
い
た
。

「
動
機
」
と
い
う
語
は
他
者
に
危
害
を
加
え
る
「
犯
罪
動
機
」
だ
け
に
限

定
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
推
理
小
説
に
仕
掛
け
ら
れ
た
謎
に
関

し
て
、〈
な
ぜ
そ
の
行
動
に
及
ん
だ
の
か
〉
と
い
う
問
い
の
答
え
と
し
て
「
動

機
」
が
探
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
明
快
な
例
と
し
て
は
、
清
張
の
「
ゼ

ロ
の
焦
点
」（『
宝
石
』
一
九
五
八
・
三
〜
一
九
六
〇
・
一
）
の
よ
う
に
人
物

の
不
可
解
な
蒸
発
が
、
犯
人
の
過
去
の
実
生
活
と
「
動
機
」
の
解
明
に
よ
っ

て
論
理
化
さ
れ
る
と
い
う
展
開
が
あ
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
犯
罪
の
裏
に
「
動
機
」
を
見
出
そ
う
と
す
る
こ
と
を
逆
手
に
取
っ

た
作
品
も
存
在
す
る
。『
婦
人
公
論
』「
推
理
小
説
特
集
号
」
に
掲
載
さ
れ
た

梶
山
季
之
「
恋
の
か
な
し
さ
」
で
あ
る
。
詳
細
は
省
く
が
、
そ
の
真
犯
人
の

真
意
は
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

犯
罪
で
一
番
、
捜
査
の
困
難
な
の
は
、
動
機
の
な
い
殺
人
だ
と
い
う
こ

と
を
、
宮
園
文
枝
は
知
っ
て
い
た
…
。

こ
の
作
品
で
は
「
動
機
の
な
い
殺
人
」
が
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
が
、
翻
せ
ば
、
事
件
の
捜
査
に
お
い
て
「
動
機
」
が
ど
れ
ほ
ど
重
視
さ

れ
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
作
品
の
結
末
で
は

「
動
機
の
な
い
殺
人
」
を
引
き
起
こ
し
た
「
動
機
」
ま
で
が
明
ら
か
に
な
る

こ
と
だ
。「
動
機
」
が
な
い
行
動
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
必
ず
「
動
機
」

が
解
明
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
物
語
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
「
動
機
」
は
「
人
間
」
の
行
動
を
導
く
要
因
と
し
て
解
明
さ
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
そ
れ
は
犯
罪
者
の
実
生
活
を
暴
い
て
い
く
こ
と
で
も

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
度
明
ら
か
に
な
っ
た
「
動
機
」
は
、
事
件
の
痕
跡
を

論
理
的
に
解
釈
す
る
コ
ー
ド
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

実
生
活
を
暴
く
こ
と
で
、「
人
間
」
の
行
動
の
要
因
た
る
「
動
機
」
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。
こ
う
し
た
な
か
に
「
光
の
帯
」
を
見
て
み
よ
う
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、「
光
の
帯
」
は
「
動
機
」
と
い
う
言
葉
で
「
人
間
」
の
心

理
と
行
動
を
説
明
づ
け
る
こ
と
の
不
可
能
性
を
描
い
て
い
る
。
そ
れ
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
ま
ず
は
事
件
の
痕
跡
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
か
を

確
認
し
て
お
こ
う
。

事
件
現
場
に
は
指
紋
の
つ
い
た
コ
ッ
プ
と
右
手
の
手
袋
が
落
ち
て
い
た
。

前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
こ
の
小
説
で
は
人
の
死
を
「
他
殺
」
事
件
と
し

て
捉
え
よ
う
と
す
る
人
々
の
期
待
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
指
紋
の
つ
い

た
コ
ッ
プ
と
右
手
の
手
袋
は
、
犯
人
を
特
定
す
る
「
手
が
か
り
に
な
る
事
物
」

（
痕
跡
）
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
く
。
捜
査
官
た
ち
の
考
え
を
見
て
み
よ
う
。

－12－
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寒
さ
が
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
誰
も
彼
も
手
袋
を
使
ふ
季
節

で
も
な
い
の
に
、
こ
の
人
が
手
袋
を
使
っ
て
ゐ
た
と
い
う
こ
と
は
、
指

紋
を
残
さ
な
い
た
め
の
深
慮
で
あ
っ
た
や
う
に
見
え
る
の
に
、
コ
ッ
プ

に
そ
れ
ら
し
い
指
紋
の
残
っ
て
ゐ
る
の
も
考
へ
て
み
れ
ば
妙
な
こ
と
に

思
へ
る
。

捜
査
官
た
ち
は
「
指
紋
を
残
さ
な
い
た
め
の
深
慮
」
と
し
て
「
手
袋
」
を

解
釈
し
、
そ
れ
ゆ
え
指
紋
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
「
妙
な
こ
と
」
だ
と
考
え

て
い
る
。
つ
ま
り
、
鷲
山
夫
人
の
死
を
「
他
殺
」
だ
と
想
定
す
る
が
ゆ
え
に
、

事
件
現
場
の
事
物
を
犯
罪
者
の
痕
跡
と
し
て
捉
え
、
そ
こ
に
犯
罪
者
の
意
図

を
読
み
込
も
う
と
し
て
し
ま
い
、
か
え
っ
て
矛
盾
を
見
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
痕
跡
だ
と
思
わ
れ
た
も
の
は
、
物
語
が
進
む
に
つ
れ
、
す
べ
て

「
偶
然
」
の
結
果
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
作
品

概
で
述
べ
た
よ
う
に
「
光
の
帯
」
は
、
前
半
部
は
推
理
小
説
を
期
待
さ
せ
る

謎
を
は
ら
み
な
が
ら
、
後
半
で
は
そ
の
期
待
を
裏
切
っ
て
い
く
構
成
に
な
っ

て
い
る
。
指
紋
と
手
袋
の
主
は
、
鷲
山
夫
人
の
娘
し
づ
枝
の
義
父
、
勝
本
勝

也
だ
っ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
勝
本
勝
也
が
「
心
理
学
者
」
と
い
う
設
定
で

あ
る
こ
と
だ
。
そ
の
勝
本
が
述
べ
た
こ
と
を
見
て
み
よ
う
。

「
そ
れ
は
み
な
偶
然
の
結
果
で
、
わ
た
く
し
の
思
慮
か
ら
出
た
も
の
で

は
な
い
。
ま
あ
神
意
と
で
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
せ
う
か
、
人
間
の
考
へ

た
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
ら
人
間
の
考
へ
で
は
追
ひ
つ
け
な
い
の
で
せ
う
。

偶
然
は
結
局
、
人
間
に
は
思
ひ
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
が
二
つ
も

三
つ
も
重
な
っ
た
と
な
る
と
思
考
は
何
の
手
が
か
り
も
な
い
迷
路
に
追

ひ
込
ま
れ
て
し
ま
ふ
わ
け
で
せ
う
か
。
あ
な
た
が
た
の
ご
苦
心
の
ほ
ど

も
お
察
し
で
き
ま
す
よ
」

こ
の
よ
う
な
勝
本
の
言
葉
を
聞
い
た
刑
事
た
ち
は
、
勝
本
を
第
一
容
疑
者

と
予
想
し
て
い
る
た
め
「
こ
れ
は
油
断
の
な
ら
な
い
人
物
か
も
知
れ
な
い
」

と
考
え
る
が
、
語
り
手
は
「
刑
事
は
た
だ
少
々
勝
手
の
違
っ
た
だ
け
の
人
間

を
、
職
掌
柄
、
油
断
が
な
ら
な
い
と
感
じ
た
も
の
ら
し
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
刑
事
た
ち
は
勝
本
が
虚
偽
の
陳
述
を
し
て
い
る
と
い
う
疑
い
を
は

さ
む
が
、
そ
れ
も
次
の
よ
う
に
反
論
さ
れ
る
。

「
ご
自
分
で
」
と
刑
事
が
問
ひ
か
け
た
「
ご
自
分
に
か
く
し
て
ゐ
る
や

う
な
点
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
」

「
さ
あ
？

わ
た
く
し
は
あ
な
た
方
が
ホ
シ
を
追
ふ
や
う
に
内
心
を
洗

っ
て
み
た
つ
も
り
で
す
が
、
犯
人
の
や
う
に
う
ま
く
意
識
下
へ
逃
げ
ま

は
り
、
も
ぐ
っ
て
ゐ
る
奴
が
ゐ
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
ね
」

心
理
の
分
析
が
犯
罪
捜
査
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
語
ら
れ
、
心
理
を
解
明
す
る

こ
と
の
困
難
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
社
会
派
」
推
理
小
説
が
「
動
機
」
を

重
視
し
た
の
に
対
し
、「
心
理
学
者
」
勝
本
は
「
人
間
」
の
心
理
や
行
動
が
不

明
た
る
も
の
と
し
て
楽
観
的
に
語
る
の
で
あ
る
。「
動
機
」を
描
く
こ
と
で「
人

間
」
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
推
理
小
説
と
は
正
反
対
に
、「
人
間
」
の
不
可
解

な
心
理
が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

－13－
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そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
心
理
学
者
」
の
楽
観
的
態
度
と
共
鳴
す
る
よ
う

に
、
作
品
後
半
で
語
り
手
は
「
人
間
」
の
言
動
と
心
理
の
不
一
致
を
積
極
的

に
語
っ
て
い
る
。
し
づ
枝
は
和
子
か
ら
不
審
者
の
特
徴
を
聞
い
た
と
き
、
義

父
の
勝
本
を
思
い
浮
か
べ
「
暗
い
不
安
」
を
抱
く
が
「
和
子
に
言
ふ
や
う
な

こ
と
は
な
か
っ
た
」。
こ
の
不
安
を
聞
い
た
し
づ
枝
の
夫
の
勝
山
勝
は
「
心
配

し
て
い
な
い
」「
と
言
ひ
な
が
ら
も
や
っ
ぱ
り
心
配
し
て
ゐ
る
」。
ま
た
、
し

づ
枝
は
そ
の
「
不
安
」
か
ら
「
洋
服
箪
笥
を
ひ
っ
か
き
ま
は
し
て
み
て
、
片

手
の
失
は
れ
て
ゐ
る
舅
の
手
袋
を
確
認
し
た
」
が
そ
う
「
と
も
知
ら
な
い
勝

本
君
は
（
中
略
）
事
実
を
妻
に
ど
う
報
告
す
べ
き
か
を
く
よ
く
よ
と
苦
慮
」

し
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
刑
事
に
勝
本
勝
也
の
こ
と
を
聞
か
れ
た
勝
は
「
思

ひ
が
け
も
な
い
と
言
は
ぬ
ば
か
り
な
一
言
を
発
し
な
が
ら
も
心
中
そ
ん
な
こ

と
な
ら
早
く
言
っ
て
し
ま
へ
ば
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
、
人
物
の
言
動
と
心
理
が
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
く
の

で
あ
る
。

「
社
会
派
」
推
理
小
説
の
圏
域
で
は
「
人
間
」
の
姿
を
リ
ア
ル
に
捉
え
る

た
め
に
「
社
会
」
の
な
か
で
形
成
さ
れ
る
「
動
機
」
が
重
視
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
道
具
と
も
な
り
、
事
件
の
謎
を
解
く
こ
と

は
「
動
機
」
を
解
明
す
る
こ
と
と
同
義
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、〈
小

説
〉
は
「
人
間
」
の
行
動
が
す
べ
て
「
動
機
」
と
い
う
意
識
的
な
レ
ベ
ル
に

起
因
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
描
い
て
い
る
。「
動
機
」
と
い
う
言
語
化
可

能
な
も
の
だ
け
が
、「
人
間
」
の
心
理
で
は
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。「
動

機
」
と
い
う
「
人
間
」
の
心
理
的
な
側
面
に
関
し
て
も
、〈
小
説
〉
は
「
社
会

派
」
推
理
小
説
の
言
説
を
相
対
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

５

お
わ
り
に

乱
歩
か
ら
清
張
へ
の
展
開
は
、「
本
格
」
対
「
社
会
派
」
と
い
う
構
図
の
も

と
、
社
会
生
活
に
密
着
し
た
犯
罪
の
発
生
と
「
動
機
」
の
重
視
へ
と
向
か
い
、

そ
れ
が
現
実
的
な
の
だ
と
主
張
し
て
い
っ
た
。「
光
の
帯
」
は
作
品
前
半
に
お

リ

ア

ル

い
て
は
同
時
代
の
推
理
小
説
の
傾
向
と
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
か
し
、

物
語
が
進
む
に
つ
れ
て
そ
の
傾
向
が
相
対
化
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
相
対
化
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
週
刊
誌
や
「
社
会
派
」
推
理
小
説
が
、
ヒ
ュ

ー
マ
ン
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
の
方
法
で
迫
ろ
う
と
し
た
「
現
実
」
と
「
人
間
」

の
現
実
的
な
あ
り
よ
う
が
、
実
は
そ
の
方
法
論

―
「
現
実
」
や
「
人
間
」

リ
ア
ル

を
表
層
と
真
相
に
分
離
す
る
こ
と

―
に
依
存
し
た
も
の
で
し
か
な
い
と
い

う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
光
の
帯
」
は
推
理
小
説
的
な
認
識
が
見
過

ご
し
て
し
ま
う
不
可
知
な
「
現
実
」
と
「
人
間
」
の
姿
を
肯
定
的
に
描
き
出

し
て
い
る
の
だ
。

こ
う
し
た
テ
ク
ス
ト
は
〈
推
理
（
探
偵
）〉
と
い
う
行
為
の
一
般
的
な
問
題

に
対
す
る
批
評
と
し
て
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
内
田
隆
三
は
「
探
偵
」
と

い
う
行
為
が
「
近
代
性
を
生
き
る
人
間
の
不
安
に
通
底
す
る
現
象
」
だ
と
指

摘
し
た
（

）。
こ
の
よ
う
な
「
不
安
」
の
な
か
で
か
り
そ
め
の
安
心
を
生
み
出

23

す
装
置
と
し
て
推
理
（
探
偵
）
小
説
は
、
謎
を
設
定
し
、
真
実
と
い
う
名
の

仮
象
を
見
出
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
「
社
会
派
」
は
、「
社
会
」
の
ひ
ず
み
が

生
み
出
し
た
犯
罪
者
の
姿
に
そ
れ
を
代
表
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

伊
藤
整
が
「
社
会
派
」
の
作
品
を
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
昭
和
初
年
以
来

－14－
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企
て
て
果
た
さ
な
か
つ
た
資
本
主
義
社
会
の
暗
黒
の
描
出
に
成
功
」（
）

し
て

24

い
る
と
指
摘
し
た
こ
と
を
接
続
し
て
み
よ
う
。「
社
会
」
に
は
「
暗
黒
」
が
あ

り
、
そ
れ
が
隠
れ
た
「
犯
罪
動
機
」
へ
と
発
展
し
て
い
く
。
す
べ
て
は
解
明

さ
れ
る
べ
き
「
暗
黒
」
を
前
提
に
し
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
に
対
し
、「
光
の
帯
」

は
「
光
」
に
照
ら
さ
れ
た
「
現
実
」
へ
と
収
束
し
て
い
く
。
鷲
山
夫
人
の
死

を
夫
の
鷲
山
義
男
は
「
黒
い
天
使
が
光
の
帯
に
導
か
れ
て
天
国
か
ら
迎
へ
に

来
た
」
と
解
釈
す
る
。「
光
の
帯
」
に
お
い
て
「
黒
」
い
も
の
は
決
し
て
隠
れ

て
は
い
な
い
、
お
の
ず
か
ら
「
光
」
の
も
と
に
現
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ

る
。
こ
の
発
想
は
「
信
仰
の
人
の
強
さ
と
い
う
や
う
な
も
の
」
と
も
語
ら
れ

て
い
る
が
、
推
理
小
説
の
枠
組
み
と
対
峙
す
る
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
る
の

が
、
宗
教
的
な
強
度
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
知
を
超
越
し
た
も
の
へ
の
従

順
な
信
奉
で
あ
る
。「
光
の
帯
」
は
同
時
代
の
「
社
会
派
」
推
理
小
説
の
圏
域

に
入
り
込
み
つ
つ
、
そ
の
言
説
が
見
過
ご
し
て
い
る
不
可
知
な
も
の
と
し
て

の
「
現
実
」
の
存
在
を
描
き
出
し
た
テ
ク
ス
ト
な
の
で
あ
る
。

注（
１
）

押
野
武
志
「〈
戦
後
文
学
〉
と
し
て
の
ミ
ス
テ
リ
」（
押
野
武
志
・
谷
口
基

・
横
濱
雄
二
・
諸
岡
宅
真
編
『
日
本
の
探
偵
小
説
を
知
る

―
一
五
〇
年
の

愉
楽
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
・
三
）。

（
２
）

「
６
２
年
文
壇
１
０
大
ニ
ュ
ー
ス
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
六
二
・
一
二
・

二
九
、
夕
刊
）。
な
お
、
翌
年
の
一
九
六
三
年
九
月
一
五
日
の
同
紙
朝
刊
で
は

「
推
理
小
説
は
ど
こ
へ
？

限
界
に
き
た
ブ
ー
ム

本
格
派
、
社
会
派
に
続

く
分
野
を
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
は
松
本
清
張
を
ブ
ー

ム
の
中
心
に
お
い
た
整
理
が
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
し
、
同
年
末
の

「
１
９
６
３
年

文
壇
１
０
大
ニ
ュ
ー
ス
」（
同
、
一
九
六
三
・
一
二
・
二
八
、

夕
刊
）
で
は
、
ミ
ス
テ
リ
ー
に
つ
い
て
の
指
摘
自
体
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

（
３
）

中
島
河
太
郎
「
推
理
小
説
に
お
け
る
清
張
以
前
と
以
後
」（『
解
釈
と
鑑
賞
』

一
九
七
八
・
六
）。

（
４
）

佐
藤
春
夫
『
光
の
帯
』（
講
談
社
、
一
九
六
四
・
二
）。

（
５
）

平
野
謙
「
今
月
の
小
説
（
上
）」（『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
二
・
一
二
・
二

八
、
夕
刊
）。

（
６
）

一
九
六
一
年
一
一
月
号
の
み
推
理
小
説
の
掲
載
が
な
い
。

（
７
）

江
戸
川
乱
歩
・
松
本
清
張
「
こ
れ
か
ら
の
探
偵
小
説
」（『
宝
石
』
一
九
五

八
・
七
）。

（
８
）

押
野
武
志
「〈
戦
後
文
学
〉
と
し
て
の
ミ
ス
テ
リ
」（
前
掲
（
１
））。

（
９
）

藤
井
淑
禎
『
清
張
闘
う
作
家

―
「
文
学
」
を
超
え
て
』
(ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
二
〇
〇
七
・
六
)。

（

）

江
戸
川
乱
歩
『
探
偵
小
説
四
十
年
』（
桃
源
社
、
一
九
六
一
・
七
）。

10
（

）

松
本
清
張
「
推
理
小
説
の
魅
力
」『
黒
い
手
帖

随
筆
』（
中
央
公
論
社
、

11
一
九
六
一
・
九
）。

（

）

中
川
右
介
『
江
戸
川
乱
歩
と
横
溝
正
史
』（
集
英
社
、
二
〇
一
七
・
一
〇
）。

12
（

）

前
掲
（

）。

13

10

（

）

前
掲
（

）。

14

11

（

）

内
田
隆
三
『
探
偵
小
説
の
社
会
学
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
・
一
）。

15
（

）

前
掲
（

）。

16

11

（

）

法
務
総
合
研
究
所
「
研
究
部
報
告

無
差
別
殺
傷
事
件
犯
に
関
す
る
研

17

50
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究
」（
二
〇
一
三
年
）
に
よ
る
。

（

）

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
著
、
白
石
隆
・
白
石
さ
や
訳
『
定
本

18
想
像
の
共
同
体

―
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
起
源
と
流
行
』（
書
籍
工
房
早
山
、

二
〇
〇
七
・
七
）。

（

）

井
川
理
「
一
九
三
〇
年
前
後
の
犯
罪
報
道
に
お
け
る
探
偵
小
説
ジ
ャ
ン
ル

19
の
位
相

―
犯
罪
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
「
江
戸
川
乱
歩
」
と
「
浜
尾

四
郎
」
の
表
象
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
日
本
文
学
』
二
〇
一
六
・
三
）。

（

）

堀
啓
子
『
日
本
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
史

―
黒
岩
涙
香
か
ら
松
本
清
張
へ

20

―
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
四
・
九
）。

（

）

前
掲
（

）。

21

11

（

）

清
張
の
「
動
機
」
を
め
ぐ
る
主
張
に
つ
い
て
は
諸
田
和
浩
「
〝
動
機
〞
と

22
社
会
告
発
」（『
解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
七
八
・
六
）
な
ど
を
参
照
。

（

）

前
掲
（

）。

23

15

（

）

伊
藤
整
「『
純
』
文
学
は
存
在
し
得
る
か
」（『
群
像
』
一
九
六
一
・
一
一
）。

24
﹇
付
記
﹈
佐
藤
春
夫
「
光
の
帯
」
の
本
文
は
初
出
『
婦
人
公
論
』
臨
時
増
刊
「
推
理

小
説
特
集
号
」（
一
九
六
三
・
一
）
に
拠
る
。
ま
た
、
旧
字
は
新
字
に
改
め
、

ル
ビ
は
適
宜
省
略
し
た
。
引
用
文
中
の
傍
線
は
全
て
引
用
者
に
よ
る
。

（
同
志
社
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

－16－
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